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序文

市来町は人口7,300人の小さな町で，ポン柑や稲作などの農業とちりめんなどの漁業が主な産業で，

市来町から始まる吹上浜には，毎年夏のころになるとウミガメが産卵にやってくる自然豊かな町です。

町では暮らしやすい町づくりを目指し，県営農村活性化住環境整備事業や県営中山間地域総合整備事

業などの大規模な事業を取り入れています。このような開発事業に伴って埋蔵文化財の発掘調査が急

増しています。今回調査を実施しました「鍋ケ城跡」もその一つです。

鍋ケ城跡は古くから，源頼朝の愛妾である丹後局が薩摩に下向した際，鍋ケ城を居城としている惟

宗廣言のもとで男児を出産し，これが後の島津初代忠久であったと言い伝えられています。

今回の調査では直接この伝説に結びつく遺物は出土しませんでしたが，中世の土師器や磁器などが多

量に出土しました。また，縄文時代草創期の土器や，新聞でも取り上げられた県内で最も古い円盤状

土器片が出土するなど貴重な成果が得られました。このような成果をまとめた本書が，埋蔵文化財に

対する関心とご理解，歴史解明の一助となり広く活用されれば幸いです。

また発刊にあたり，発掘調査・報告書作成においてご指導・ご協力いただきました関係各位に対して

深く感謝申し上げます。

平成 9年3月

市来町教育委員会

教育長松崎孝
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鍋ケ城跡 鹿児島県 市町村 遺跡番号 31度 130度 確認調査 33m' 県営農村活性化
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鍋ケ城跡 城跡 縄文時代（草） 土器

縄文時代（早） 土坑 土器・石鏃・石斧・石槍

縄文時代（晩） 土器

弥生時代（中） 土器

古代 土坑 土師器・須恵器
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例 日

1. 本書は，県営農村活性化住環境整備事業（大里地区） に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は鹿児島県伊集院耕地事務所の受託事業として市来町教育委員会が調査主体となり調査

を実施した。 発掘調査においては，県立埋蔵文化財センターの池畑・牛ノ濱・弥栄の各氏，串木野

高等学校教諭の成尾氏に指導助言を受けた。

3. 本書の執筆編集等には，市来町教育委員会の新町が主としてあたり， トレース・実測の一部及び

拓本等は松崎・池之上・児玉・野元・坂口があたった。

4. 報告書作成においては県立埋蔵文化財センターの新東・池畑• 宮田・繁昌の各氏，鹿児島市教委

の出口氏に指導助言を受けた。

5. 本書に用いたレベル数値は．すべて絶対海抜高である。

6. 遺物番号はすべて通し番号とし，本文・挿図・図版の番号と一致する。

7. 遺物は市来町教育委員会で保管し．展示・活用する。
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第 1章調査の経過
第 1節 調査に至るまでの経過

市来町教育委員会は文化財の保存活用を図るために，各開発機関との間で，事業区内の文化財の有

無及びその取り扱いについて事前に協議逹行っているが，平成 5年度に町経済課を通じて，大里地区
の住環境整備事業を推進している伊集院耕地事務所より鍋ケ城跡に集落道を建設する予定があり，文

化財との関係について照会があった。これを受けて市来町教育委員会は早急に町経済課・伊集院耕地

事務所との協議を行い，平成 6年度に発掘確認調査を実施することにした。調査では縄文時代の土器・

石器，中世の土師器等が出土し，遺跡であることが判明した。

第2節 調査の組織く確認調査 平成 6年 7月26日(JJ)~平成 6年 8月26日(i-)> 
1. 所在地鹿児島県日置郡市来町大里

2. 調査の目的 県営農村活性化住環境整備事業大里地区集落道路改良工事

3. 調査組織

調査主体者 市来町教育委員会

調査責任者 教 育 長

調査庶務 ク

// 

社 会教育課長

派遣社会教育主事兼係長

ク 主 事補

ヶ 文化財係

ク ,;, 

調査担当者 市来町教育委員会主 事

松崎 孝

橋口正己

木原健一郎

奥之園 勝

西久保敏彦

児玉千香子

新町 正

第3節調査の経過

確認調査は，平成 6年 7月26日から平成 6年8月26日までに実施された。以下，調査の経過については毎

日の日誌抄をもってかえる。

［確認調査］

7月26日伏）晴れ 1トレンチ・ 3トレンチ設定掘下げ。近世陶磁器出土。

1トレンチ表層より，青磁製の馬型磁器出土。

7月27日（水）晴れ 1トレンチ・ 3トレンチII層掘下げ。現代～近世のイモ穴？検出掘下げ。

土師器・黒耀石片出土。

7月28日（木）晴れ 1トレンチ・ 3トレンチ II~ ill層掘下げ。

-1-



土師器・須恵器・玉髄（現瑞）出土。

lトレンチは50分の 1で平板遺物取り上げ。 No.1~51 

7月29日（金）晴れ 1トレンチ・ 3トレンチ II~ III層掘下げ。

土師器・須恵器・黒耀石片・縄文土器出士。

3トレンチは 50分の 1で平板遺物取り上げ。 Nu52~92

8月1日 (Jj)晴れ 1トレンチ・ 3トレンチIII~N層掘下げ。

8月2日（灼

↓ 

8月5日倹）

土師器・縄文土器出土。 1トレンチでP-1~4検出。 10分の 1で遺構実測図作成。

1トレンチは50分の 1で遺構配置図作成。 L=36.90m新たに 2トレンチ設定掘下げ。

作業員の都合により発掘作業は中止。図面整理及び土層断面図作成。

8月8日 (Jj)晴れ 1・3トレンチN~V層掘下げ。 2トレンチはIII~N層掘下げ。

1・3トレンチは縄文土器・ 2トレンチは土師器縄文土器出土。

1・2トレンチは50分の 1で平板遺物取り上げ。 L=36.60m 

1 T =No.93~ 129 2 T =No.130~ 169 

8月9日因晴れ 1・3トレンチN~V層掘下げ。 2トレンチはW層掘下げ。

1・3トレンチは縄文土器・ 2トレンチは土師器縄文土器出土。

8月10日（水）晴れ 1・3トレンチV層掘下げ。 2トレンチはNVl~V層掘下げ。

1・3トレンチは縄文土器・ 2トレンチは土師器縄文土器出土

新たに 4トレンチ設定掘下げ。

1 ~ 3トレンチ (P1 ~ 7検出）

8月11日（杓晴れ 1・3トレンチV層掘下げ。 2トレンチはN~V層掘下げ。

1・3トレンチは縄文土器・ 2トレンチは土師器縄文土器出土。

4トレンチは II~ III層掘下げ。土師器・ チャート・黒耀石片・玉翻（瑶瑞）出土。

1・2トレンチは50分の 1で平板遺物取り上げ及び遺構配置図作成。 L=36.60m 

1 T =No.170~203。2T =Nu204~228 1 ~ 3トレンチ (P1 ~ 7掘下げ）

1トレンチ (SX-1検出）

8 月 12 日~)晴れ 3トレンチV層掘下げ。 2トレンチはIII~N層掘下げ。

3トレンチは縄文土器・ 2トレンチは土師器縄文土器出土。

4トレンチはIII~IV層掘下げ。土師器・石斧・黒耀石片出土。

4トレンチは50分の 1で平板遺物取り上げ。 L=36.60m 

4 T = Nu229~364 

8月15日(Jj) お盆休み

8月16日（灼晴れ 2トレンチはIII~N層掘下げ，土師器・縄文土器出土。

4トレンチはIII~N層掘下げ。土師器・縄文土器・黒耀石片出土。

1・3トレンチ土層断面図作成 (S=l/50)
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1~3トレンチ (P1 ~ 7実測終了）

2トレンチ (SK-1・SX-2検出）

8月17日（杓晴れ 2トレンチはN~V層掘下げ，縄文土器出土。

4トレンチはill~N層掘下げ。土師器・縄文土器出土。

4トレンチは50分の 1で平板遺物取り上げ。 L=37.00m 

4 T = No.365 ~ 465 

新たに 5トレンチ設定，掘下げ。

8月18日（木）晴れ 2トレンチはV層掘下げ，縄文土器出土。

4トレンチはN~V層掘下げ，縄文土器出土。集石遺構検出。

5トレンチは II~III層掘下げ。

5トレンチは50分の 1で平板遺物取り上げ。 L=36.40m

5 T =No.466~490 

1トレンチ (SX-1実測終了）

8月19日倹晴れ 2トレンチはV層 ・SK-1・S X-2掘下げ，縄文土器出土。

4トレンチはN~V層掘下げ，縄文土器出土。

5トレンチは II~ill層掘下げ。

8月22日 (Jj)晴れ 2トレンチはV層 ・SK-1掘下げ，縄文土器出土。

4トレンチはV層掘下げ，縄文土器出土。

5トレンチはm層掘下げ。

4トレンチは50分の 1で平板遺物取り上げ。 L=36.70m 

4 T=N叫91~573 

8月23日肉晴れ 2トレンチ SK-1は掘下げ終了。

4トレンチはV層掘下げ，縄文土器出土。

5トレンチはm層掘下げ。

SK-l・SX-2遺構実測図作成。 S=1/10 

2トレンチ土層断面図作成 (S=l/50)

8月24日 0t-)晴れ 1・2トレンチ埋め戻し。

4トレンチはV層掘下げ，縄文土器出土。

5トレンチは掘下げ終了。

5トレンチ土層断面図作成 (S= 1 /50) 

8月25日（杓晴れ 3・5トレンチ埋め戻し。

4トレンチはV層掘下げ，集石遺構の実測図作成。 S=1/10 

4トレンチは50分の 1で平板遺物取り上げ。 L=36.80m 

4 T= No.57 4~621 

8月26日⑥ 晴れ 4トレンチはV層掘下げ。

3・5トレンチ埋め戻し。

4トレンチは午後より土層断面図作成。埋め戻し。道具の手入れ・搬入終
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第 1図 周辺遺跡分布図
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0 50m 
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第 2図道路拡張部分
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0 50,n 

日
第 3図 トレンチ配置図
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第II章 遺跡の位置及び環境

第 1節 位置及び環境

市来町は日置郡の最北端に位置し，北は串木野市と接し，南から東は東市来町と接している 。

東側は山地が多く，西側には吹上浜があり毎年ウミガメが産卵にや ってくる自然に溢れた町である 。

市来町の総面積は， 3,199haで，北東から南西にかけて細長い。また町内には，矢岳の北東斜面にその
源を発している八房川・重平山の北東斜面にその源を発している大里川・観音ケ池にその源を発して
いる重信川等があり，八房川は支流まで含めた全長約22.8kmで，重信川は約2.9km,大里川は約24.5kmで
ある。この川沿いには多くの遺跡が存在しており，現在65ケ所確認されている 。そのほとんどは平成

3年度に鹿児島県教育委員会が分布調査を行い発見されたもので，それ以前は13ケ所の遺跡の存在が

確認されていただけである。平安時代は延喜式の記載で市来の駅名が記され，鎌倉時代には市来院が
置かれていた。また，丹後の局関連の史蹟も多く見受けられ，丹後の局休憩石・薩摩渡瀬・船着場・
丹後の局の墓とされている方柱墓塔のある来迎寺墓塔群・鎌倉を離れて婚姻を結んだ惟宗廣言の墓の
ある鍋ケ城等がある。城廓にしても中世に遡り川上氏の居城と一般にされている川上城・重信川添い

に存在し弥生式土器も表面採集されている重信城・ 平成 5年度に市来町教育委員会が確認調査を実施
した上城．詰城・平成 6年度に確認調査及び全面発掘調査を実施した鍋ケ城等が上げられる。 62ケ所
の遺跡の中には古くは旧石器時代の瀧之段遺跡・戸崎原遺跡から，縄文草創期と考えられる丸ノミ形石斧
が表面採集された小原遺跡，縄文時代後期の南九州を代表する市来式土器の標式遺跡の市来貝塚等があ
る。無形民俗文化財で言えば国指定の七夕踊りがあり毎年 8月7日に近い日曜日に開催され，多くの

観客で賑わっている。

周辺遺跡一覧表（一）

遺 跡 名 所在地 地形 時代 備 考

1 上城・詰城跡 大里上城・詰城 台地 鎌倉 市来氏

2 本寺屋敷 大里本寺屋敷 畑地・墓地 古墳・中世・近世 成川式土器・土師器・陶器

3 松尾平 大里松尾平 丘陵 古墳・中世・近世 土器・土師器・陶器・旧石器

4 安徳 大里安徳 丘陵 縄文～古墳

5 鍋ケ城（惟宗廣言の墓）大里木場迫 台地 10C~13C 墓塔 1基
6 来迎寺 大里来迎寺 台地 縄文・中世 黒耀石・土師器

7 上ン原 大里島内上ン原 台地 磨製石斧・土器片

8 妙見前 大里妙見前ほか 台地 古墳・中世・近世 土師器・青磁・陶器， 東固 大里東圃ほか 台地 古墳・中世・近世 土器・土師器・陶器

10 半崎堀 大里半崎堀ほか 台地 弥生・古墳・中世 土器・土師器・陶器

11 西ノ鼻 大里西ノ鼻ほか 台地 古墳・中世・近世 土器・土師器・陶器

12 下諏訪 大里中原下諏訪 台地 縄文 土器片・打製石斧

13 中諏訪 大里中原中諏訪 台地 古墳 土師器片・須恵器片・近世
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第m章確認調査

第1節調査の概要

町道鍋ケ城跡線拡張部分に任意に 5つのトレンチを設定し， 調査を実施した。東から西に向けて

1トレンチ (6rnX1.6rn)・2トレンチ (1.8rnX1.5rn)・3トレンチ (5.5mX 1.5m)・4トレンチ (4m X 

1.5rn)・5トレンチ (4rn X1.5m)である。それぞれのトレンチ毎に遺構・遺物の検出及び土層の観察を

行なった。その結果， 1トレンチより縄文時代早期の遺物と古代～中世の遺構及び遺物が確認された。 2ト

レンチは縄文時代早期の遺構及び遺物が確認され，古代から中世の遺物も確認された。 3トレンチは遺物は

疎らで小量の縄文時代早期の遺物が確認された。特に礫が多く，土層の観察により，縄文時代当時の台地辺 ．

縁部を近年削平しているのが確認された。 4トレンチは縄文時代早期の遺物及び弥生時代中期の遺物，古代

から中世にかけての遺物が多量に確認された。 5トレンチは土層が削平を受け，わずか小量の黒耀石片と土

師器片が天地返しを受けたシラス土壌の中に混在していた。

これらの結果を基に， 1・2トレンチ周辺と 4トレンチ周辺に縄文時代早期・弥生時代中期・古代中世の

遺物及び遺構が存在することが判明した。

第2節標準土層

-「―
40cm 

＋ 
30cm 

＋ 
20cm 

-i-
20cm 

~ 
20cm 

丁

耕作土

ー

旧耕作土

II黄褐色土層

m暗茶褐色粘質土層

w茶褐色粘質土層

v暗茶褐色粘質土層

時にシラスによる盛土
もみられる

硬質でしまっている

中世の遺物包含層

中世山城跡の遺構検出面

縄文時代早期前葉の遺物包含層

遺構検出面

地 山 無遺物層

VI黄褐色砂質土層
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第 6図 1トレンチ出土遺物（二）

第 3節 各トレンチの調査

集落道路拡張部分に任意に 5ヶ所トレンチを設定し，掘り下げを開始した。

トレンチの配置については図 3に詳しい。全体として遺物は 1・2トレンチ周辺と 4トレンチ周辺
とに分布していることが判明した。 3トレンチ周辺部分は台地の裾野部分がのびていたらしく近年
の道路建設により削平を受け，すべての時代の包含層が無くなっていた。 5トレンチは近年の天地
返しにより包含層が削平されていた。詳細は以下の通りである 。

● 1トレンチ

II層より青磁片・近世陶磁器・土師器・黒耀石剥片出土が出土した。 rn層からは土師器・須恵器・
縄文土器（早期）・鉄石英片・黒耀石片・玉髄（現瑞）出土。 W層より縄文土器片出土。 V層より
縄文土器出土。また， II層上面よりイモ穴 2基検出.N層上面より P1 ~ 5検出。同じ <'VI層上
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- 36.60m 

SK-6 
O 50cm 

~ —~ 

SK-6 14 

5cm 

-----
第 7図 SK6と出土遺物
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SK-10 

℃O 

D 

□ m 

面より SK-6 (第 7図）検出， SK-6をp4が切っている。 p1より土師器・内黒土師器片出

土。 p 2より土師器の底部出土。 p3より黒耀石片出土。 p4より土師器出土。 SK-6より礫．

土器片出土している。

縄文時代（第 5図 1~ 7) 

1 ~ 3は口縁部破片である。口唇部直下に棒状の施文具で刻みを入れ，口縁部から底部にかけて

斜位の貝殻条痕文を施す。これらは縄文時代早期の前平式土器である。 4・5はその胴部破片であ

る。 6・7は口唇部に箆状の施文具で刻みを入れ，口縁部に楔形の突帯を縦に 3列施す。楔状の突

帯周辺は小さな棒状の施文具で刺突を施す。これも縄文時代早期の棺ノ原式土器である。

古代～中世時代（第 6図 8~13) 

9・11~13は須恵器である 9は底部片である。 11~13の外面は条痕文の叩きが施され， 12・13の

内面も条痕文である。 8は口径13cmの内黒土師器である。体部は緩やかに外反し，口縁部は外反す

る。 10は土師器の底部である。底径9.0cmである。

◆2トレンチ

m層より土師器， W層より縄文土器片出土した。 V層下部より SK-10検出。 SK-10は縄文時

代早期の土坑である。遺構内からは焼けた礫と土器片が見受けられた。

-13-
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第 9図 3~5トレンチ遺物出土状況
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縄文時代（第11図15~18・ 第12図21~ 24) 

15・16は口縁部破片で前平式土器である。 15は口唇部が内傾する。 17~20は胴部破片である。 21

は磨石と敲石との併用の石器である。石材は安山岩である。 22・23は磨石である。 24は黒耀石製の

剥片である。

◆3トレンチ

3トレンチには辛うじて包含層が残存していたが， 周辺部は削平を受け， 遺物等は検出出来なか

った。トレンチ内も遺物は少ししか出土しなかった。

縄文時代（第10図19・20)

19・20は前平式土器の胴部破片である。

●4トレンチ

1 ~ Il層より近世陶磁器・土師器・黒耀石剥片が出土した。 ill・N層より土師器・縄文土器・磨

石・チャート片・璃瑞・黒耀石片・石斧出土。縄文時代から中世の遺物が多量に検出された。

縄文時代（第12図25~33・ 第13図34~41)

25_~27は前平式土器の口縁部である。 26は口唇部が尖り，他の前平式土器と比べると器壁が薄い。

また，口縁部には縦位の補修孔が穿ってある。 27は口縁部が肥厚し，その上に貝殻による斜位の刺

突文が施されている。 28は前平式土器の底部破片である。 29~31は胴部破片である。 32・33は縄文

時代晩期の入佐式土器である。 32は口縁部が玉状に膨らみ，短く内側に内傾する。口唇部には沈線

が施文される。 33は胴部破片で，体部がくの字形に屈曲する。器面は丁寧に研磨されている。 34は

石錘で砂岩製である。 35は敲石， 36は磨石である。 35・36とも安山岩製である。 37・38は石斧で，

刃部部分しか残存していない。両方とも頁岩製である。 39・40は剥片で黒耀石製である。 41は石英

製の石核である。

古代～中世（第14図44~51) 

44は土師器の蓋で，摘み部分の底径は5.1cmである。 45・46は土師器の碗で短い高台が付く。 46は

内黒土師器である。 47は土師器の皿で，底径は7.9cmである。 48・49は須恵器片で，調整は外面が条

文で内面が同心円文である。 50・51は同安窯製の碗で，胴部下から底部にかけて露胎している。

◆5トレンチ

近年，天地返しを受け包含層が無くなっている。トレンチからは黒耀石片が出土している。

縄文時代（第13図42・43)

42・43は黒耀石製の剥片である。

中世（第14図52)

52は瓦器製の摺り鉢である。口径は32.3cmである。
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第 4節小結

今回の確認調査で，道路拡張部分に 5ケ所のトレンチを任意に設定し，掘り下げたところ， 1 . 

2トレンチ及び 4トレンチに縄文時代；及び古代から中世にかけての遺物の分布が認められた。

鍋ケ城跡は，古くは縄文時代早期に前平式土器を中心とした貝殻円筒形縄文文化が栄え，その後

縄文時代晩期の人々が住み着いていたことが判明した。また，弥生時代中期の黒髪式土器が町内で

初めて出土し，弥生の人々の生活があったことも判明した。この鍋ケ城跡下には大里田圃が広がり，

恐らくは弥生人達がそこで稲作をして生活をしていたのであろう。

9世紀から 10世紀にも鍋ケ城跡の台地には人々が生活をしていた。須恵器や 9世紀後半の柱状高

台を持つ土師器等の出土からもそのことが解る。このあと， 13世紀から 16世紀まで山城として使用

されたのであろう。伝説では源頼朝の妾である丹後局が鍋ケ城跡の惟宗廣言と婚姻をし，そこで頼

朝との子を育て，その子が島津初代忠久であるとしている。年代としては当てはまるが，今回の調

査では確証を得る事は出来なかった。
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第N章全面調査

第 1節 調査に至るまでの経過

確認調査により縄文時代早期・晩期・弥生時代中期・古代から中世までの遺物が出土することが

判明した為，再度伊集院耕地事務所・市来町経済課を交え，協議を行なった。再三の協議を重ねた

上，計画変更は不可能であり全面発掘調査を実施する事となった。

第2節調査の組織

1 . 調査組織く全面発掘調査平成 7年 1月23日（月）～平成 7年3月8日（水）＞

調査主体者 市来町教育委員会

調査責任者 /,, 教 育 長 松崎 孝

調査庶務 // 社会教育課長 橋口正己

，，， 脈遣社会教育主事兼係長 木原健一郎

/,, 主 事 補 奥之圏 勝

，，，， 文 化 財 係 児玉千香子

調査担当者 市来町教育委員会主 任 新町 正

;,, 主 事 補 西久保敏彦

2. 報告書作成組織く平成 8年9月17日(Jj)~平成 9年3月25日（灼＞

調査主体者 市来町教育委貝会

調査責任者 ~ 教 コ月 長 松崎 孝

調査庶務 I/ 社会教育課長 宇都隆雄

.,,, 派遣社会教育主事兼係長 木原悔一郎

// 社会教育係長 吉田裕史

// 主 事 奥之園 勝

報告書担当 市来町教育委員会主 任 新町 正

// 主 事 補 西久保敏彦

整理作業員 松崎道子・児玉千香子・池之上えみ子・野元京子・坂口ひろ子

第 3節日誌抄

全面発掘調査は，平成 7年 1月23日から平成 7年 3月8日まで実施された。以下，調査の経過に

ついては毎日の日誌抄を以てかえる。

【全面発掘調査】

1月23日（月）~ 1月27日(ft)

午前中重機による表土剥ぎ，その後 Il層掘下げに入る。 1T付近より土師器・須恵器・白磁片出土。

p i tも検出。レベル移動 (A杭を L=31.755m)。遺物取り上げNo.136まで (II層出土遺物）。
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1月30日旧） ~2月3日倹）

遺物取り上げNo.137~ 301まで (Il~III層出土遺物）。遺構配置図作成 (S= 1/50) P 1 ~ 13・SK -

1 ~ 4。更に 1/ 2カット。遺物取り上げNo.302~493まで (II~III層出土遺物）。

2月6日(Jj)~ 2 月 10 日~

A地区全体を掘下げ，遺構の写真撮影。遺物取り上げNo.494~572まで (III層出土遺物）。

遺物取り上げNo.573~731まで (m層出土遺物）。

2月13日(A)~2月17日倫）

A~B地区掘下げ。 SK-4を 1/10で実測。遺構実測図作成（ピットを中心に）。 SK-4に縦

120cm X横90cmの掘り込み確認，更に 1/ 2カット。また SK-4にミニトレンチを設定し，掘下げ。

ピットより青磁片 (13C前半）出土。 C地区より縄文晩期の土器・青磁片・滑石・白磁片・土師器・

弥生式土器出土。

2月20日Ul)~ 2月24日倹）

S'K-4は検出面より約60cm掘り込み，床面に約10cm程度シルト状の砂層を確認。 C地区の遺物取

り上げ Nu732~1034まで (II層出土遺物）。 A地区より黒耀石製の木葉形石槍出土。 遺物取り上げ

No.1035~ 1180まで (II層出土遺物）。 C地区の遺物取り上げN叫 181~ 1500まで (Il~III層出土遺物）。

C地区の遺物取り上げNo.1501 ~ 1660まで (II~III層出土遺物）。

2月27日(A)~3月3日倫）

遺構実測図作成 (S=l/10) ピット 1~16・SK-1~9。C地区より玉縁口縁白磁・端反皿片・

青磁片出土。 C地区の遺物取り上げ No.1661~ 1812まで (II~III層出土遺物）。 遺物取り上げNo.1813

~2202まで (II~III層出土遺物。）

3月6日{A)~3月8日（杓

C地区の遺物取り上げNo.2202~ 2428まで (ill層出土遺物）。 A地区の遺物取り上げNo.2429~2468ま

で (ill層出土遺物）。 C地区の遺物取り上げNo.2469~2545まで (ill層出土遺物）。
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第V章調査の概要

第 1節調査の概要

確認調査により 1・2トレンチ周辺と， 4トレンチ周辺に遺物の分布が認められた。このことを

基に 1・2トレンチ周辺を A地区， 4トレンチ周辺を B地区とし調査を開始することにした。しか

し，現在も畑として使用され，今回建設予定の道路も農作業の重要な道として使われていた。そこ

で，農作業が出来るようスペースを確保しつつ調査を実施する必要があり， まずA・B地区の道路

拡幅部分を重機で剥ぎ取り，調査を進めた。その後，既存の道路部分に移していった。

第2節縄文時代の土器

縄文時代の遺物はA・B両地区に見受けられる。遺物の検出される層はm層の暗茶褐色粘質土層

とW層の茶褐色粘質土層である。これらの土層から検出される縄文土期は 4類に大別できる。

I類 c字形に爪形文を 4~5段斜位に施文する。施文の圧力により周囲が盛り上がる。

II類 口縁部上方に貝殻もしくは棒状の施文具で縦位或いは斜位に刺突を施し，口縁部から底部に

かけて斜位或いは横位に貝殻条痕文を施す。

m類 口唇部に刻み目を入れ，口縁部には楔状の突帯を貼りつける。口縁部上方には貝殻復縁によ

り横位の刺突を 3状巡らし，口縁部から底部にかけて縦位の刺突文を施す。

w類 土器の器面は丁寧に研磨され，胴部はくの字形に屈曲し，口縁部に至ってはくの字形に外反

し，口唇部は玉状に膨れる。またその直下には細い沈線が施される。

上記の 1類は縄文時代草創期の白鳥平系の土器と思われる。 Il類は縄文時代早期の前平式土器，

m類は同じく縄文時代早期の知覧式土器に該当する。 W類は縄文時代晩期の黒川式土器に該当する。

(1) 1類土器（第15図ー 1)

1はB地区から出土したもので，縄文時代草創期の遺物と思われる。 C字形に爪形文を 4~ 5段

斜位に施文し，その施文の圧力により周囲が盛り上がる。また爪形は途中で反対方向を向いて施文

されており，施文列も段違いになっている。胎土には石英と角閃石・礫が見受けられる。

(2) 2類土器（第19・22~23図ー86~99・104・106~107・112~137)

86~99・104・106~107はA地区からの出土である。 112~137はB地区からの出土である。 86~92・

112は~121は口縁部の破片， 93~99・104・122~133は胴部の破片である。胴部破片は，太めの貝殻によ

る条痕文を横位・縦位に施す。

底部は106~107・134~ 137である。 87・112は口縁部に縦長の補修孔がある。

(3) 3類土器（第19図ー100~103・105) 

100・102は縦位の貝殻復縁による刺突文を施す。破片の端を丸く整形した円盤状土製加工品である。

100の末端は摩滅或いは摩擦により整形されている。 101は暗茶褐色を呈した角筒土器である。 103・

105は楔状の突帯を持ち，口縁部から胴部にかけて縦位の貝殻復縁による刺突文を施す。
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0 5cm -第18図縄文時代の出土遺物（三）

(4) 4類土器（第20図ー108~111) 

108は口縁部の破片で焼成は良好である。全体によく研磨され，胎土には石英・長石・角閃石を含

む。口唇部は玉状に膨らみ，直下には沈線を施す。 109~111は胴部の破片で，全体によく研磨され，

胴部はくの字に屈曲する。焼成は良好である。

第3節縄文時代の石器（第15・17~18図）

A・B地区より磨石，石斧，石鏃，石錘，敲石，掻器，石槍，鋸歯状の石器等が出土している。

出土量としては磨石が最も多いが，破損品や火を受けてヒビの入った物も多く見られる。石斧は完

形品が 1点，他は使用による破損および欠損がみられる。石鏃は 1点，黒耀石製のものである。

石錘は確認調査で出土した 1点である。敲石は磨石と併用しているのが大多数である。石槍は縄文

早期の前平式土器に伴って出土した。黒耀石製の石槍は県内で初めてである。長さ約 7cm, 先端部と

基部が欠損している。鋸歯状石器は 2点出土している。 1点は頁岩製の磨製の鋸歯状石器である。

もう 1点は黒耀石製の鋸歯状石器。全体的に石器の材料として黒耀石・メノウ・蛋白石・鉄石英・

石英・頁岩・千枚岩• 砂岩等があげられる。

53は黒耀石製の石槍である。先端部と基部が欠損している。 56;.___61は黒耀石製のコアである。 55

がA地区からの出土で，その他はすべてB地区である。 63~69は黒耀石製の剥片である。 64・68~69が

B地区からの出土でその他はA地区からの出土である。 70・73~76・78~79は磨石で安山岩製のものが

殆どである。 71~72は磨石と敲石の併用である。石材は安山岩。 77・80は敲石である。両方とも一部欠

損している。 81~82は石斧である。材質は頁岩，刃部付近が使用により剥離したものと考えられる。 83

は石鏃である。石材は黒耀石で，長さ約3.3cmある。 84~85は剥片石器である。 84は黒耀石製で，端部が

鋸歯状を呈する。 85は頁岩製のもので，端部が鋸歯状を呈し表面を研磨している。両方とも A地区か

らの出土である。
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第23図縄文時代の出土遺物（七）
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第25図弥生時代の出土遺物

第 5節 弥生時代の土器（第25図138~143) 

B地区にて18点， A地区で 3点の土器片が確認できた。 138~141は口縁部がL型に外反する。
142~ 143は口縁部付近の破片で， 3状の山形突帯文が廻る。胎土に金雲母をふくんでいる。これら
はすべて弥生時代中期中葉の黒髪式土器と思われる。
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第28図古代の出土遺物（二）

第 6節古代～中世（第30図~39図）

土師器・須恵器がA, B 地区を中心に多量に出土した 。 内容的には土師器・白磁（玉縁口縁）• 青磁

（ 端反）• 青磁皿等が出土し，時代的には13世紀の遺物である。その他15世紀~16世紀の瓦器・青磁

（連弁）・白磁・ 滑石（石鍋）片も出土している。遺物がピットや土坑に伴って出土しているものも

多数あり，遺構を年代別に分ける事ができる 。

＜須恵器＞（第27・28図144~157) 

144~ 157はすべて須恵器である。 153がB地区からの出土であとはすべてA地区からの出土である。

145は内面の調整が同心円文で，青灰色を呈している 。147は外面が条痕文の敲きである 。149は外面

が条痕文で，内面は同心円の敲きである 。150は外面蔽きが重なり，格子状になっている。 151は外面

が格子目文，色調が淡黄茶褐色を呈している。 152は須恵器甕の底部である。 153は甕の口縁部の破

片である 。B地区からの出土である。 154・156は内外面とも条痕文である。
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183 -、-—‘――`―,....,,._—し第30図古代～中世の出土遺物

く土師器＞（第30図158~183)

［皿］

158~ 164は皿である 。158は低部は糸切りである 。口唇部は細くなり外反する。底部端は外に張り

出す。 159も158と同様である 。160は底部は糸切りで，口唇部は太く外傾する器高も 1cmと低い 。161

は口唇部が細く，口縁部は少々内湾気味になる。器高は 1cm。162は底部が糸切りで，口縁部は太く

外傾する。器高は1.5cmである。 164は底部が糸切りで，口唇部は細く口唇部は少々内湾気味になる。

器高は1.5cmである 。

［甕］

165は甕の口縁部である 。口唇部は粘土を折って厚みを持たせ，口縁部は外反する。 167は底部片

で，底部端が少々張り出す。
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第35図 SK-7遺物出土状況

［碗・杯］

166は碗で赤褐色を呈し，底部は柱状高台である。 168・169は高台付杯である。 168は高台径 6cm, 

169は6.4cmである。 170は杯で脚部が長く，かなり外に開く。高台径は9.7cmである。 171は口唇部が

膨らみ，口径は7.4cmである。 172は内外とも黒色に研磨され，口径は8._4cmである。 173は口唇部が太

く，口径は8.6cmである。 174は口縁部端部付近で太くなり，口唇部は細くなる。内湾気味の碗である。

口径は12.1cmである。 175は内黒土師器で，口縁部端部が太くなっている。口径は13.5cmである。や

や内湾気味の碗である。 176は内湾する碗である。口縁部は厚く，口径は14.5cmである。 177は永年

の腐食により黒色の部分が消えているが，内黒土師器と思われる。口縁部端部は膨らんでいる。 178

はやや内湾する碗で，口唇部は細く外反している。口径は12.4cm。179は口縁部に段が付き，外傾する。
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第37図堀立柱建物跡 (SB-1)

碗と思われ，口径は14.9cmを計る。 180~183は土師器坪の底部である。 180は底部は糸切りで，胴部

に一本の稜が走る。底径は 7cmである。 181は底部は糸切りで，底部は5.9cmである。 182は底部が糸

切りで，底径7.6cmである。 184は底部が糸切りで，底径は8.7cmである。

く青磁・白磁＞（第38図200~207) 

青磁・白磁も小片が多く図化出来たのは，第38図200~207の8点である。他にも滑石製石鍋の破

片も20点位出土したが，小片の為，図化出来なかった。 200は口径14cmの玉縁口縁白磁碗である。 13

世紀のものであろう。 201は口径13.5cmの同じく，玉緑口緑白磁である。 13世紀のものであろう。 203

は口径10.2cmの連弁文青磁碗である。連弁の退化からみて16世紀のものであろう。 204~205は青磁

碗で，内面に唐草文を施す。 14世紀のものであろう。 206~207は同安窯系青磁碗である。底径は206

が 3cm、207が3.5cmで13世紀のものであろう。

く遺構内出土遺物＞

今回の調査ではA地区から集中して遺構が検出された。その遺構中より僅かな数ではあるが，遺

物が確認できたので，以下各遺構毎に説明を加えることにする。

［ピット］

p 3は土師器が検出されたが計測不能なため，年代等は判明しなかった。 p7も小量の土師器片

が確認できただけである。 p8はSK-3を切る形で検出され，中から第33図の187~191が出土し

た。 187は土師器の碗で，口縁部端部がやや厚くなる。口径は15.5cmである。 188は町内の遺跡でもよ

く出土する土師器皿で，口径7.6cm,底径6.5cm, 器高が0.9cmである。
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平成 7年度上城・詰城跡の地鎮祭跡と思われる遺構中より一括で出土した遺物にも同様の土師器皿

が出土している。 189は土師器皿である。底径は 6cmである。 190は土師器皿で，小さな穿孔が穿っ

ている。 191は同安窯系の青磁碗である。底部から緩やかに外反し，口縁部付近でくの字形に屈曲，

やや垂直気味に立ち上がる。内側は一条の沈線が走る。釉薬は体部半ばで露胎している。この同安

窯系の青磁碗は13世紀初頭のものと思われ，出土したその他の遺物も同時期と思われる。 P13からは

土師器小片が出土しているが，計測不能のため図化出来なかった。 P16からは第33図の186が出土し

た。 186は土師器皿で，口径12.2cm,底径10.5cm器高 1cmである。 p8より出土した188と同じ形態であ

り， 13世紀初頭と思われる。 P23~ 25は確認調査で確認されたピットである。 P23からは第33図の1

85が出土している。 185は高台杯である。底径は7.6cmである。ピット内部に底部を上にした状態で

出土した。 P24・25は土師器小片が出土した。以上を踏まえ，ピットの年代・間隔などにより第37図

様に SB-1が存在することが判明した。

［土坑〕

土坑は SK-1~9まで検出された。 SK-1は土師器小片が出土した。 SK-4は半分道路に

より削平を受けていたが，残った部分には木炭が多量に検出された。出土遺物はない。 SK-9は

ほぼ円形の土坑で土師器小片が出土した。第34図の SK-3は用途不明の土坑である。 120cmX 90cm 
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の長方形で検出面からの深さ約60cmで，上部には粘土を敷き詰め，土器片が散乱し焼土痕が見受けら

れる。また，床面には砂が敷き詰められていた。この遺構に伴う遺物で図化出来たのが第34園の192

~ 194である。 192~194はいずれも土師器甕である。 192は口縁部が肥厚し，口径は25.2cmである。

193は口縁部はかなり外に開き，口唇部は肥厚する。口径は19.8cmである。 194は口縁部がわずかに外

に開く程度で，屈曲は少ない。口唇部はわずかに肥厚する。口径は19.4cmである。恐らく 9世紀頃の

遺構と思われる。 SK-7は95cmX 70cmの楕円形の土坑で，表面には焼土痕があり，堆積物には多量

の炭化物を含む。遺物は須恵器が殆どで，土師器の甕を一点含む。図化出来た遺物は第36図の195~

199の5点である。 195は須恵器の壺で肩部が最大幅で15.5cmを計る。色調は淡黄色茶褐色を呈して

いる。恐らく蔵骨器であろう。 196は土師器甕で口唇部は肥厚し， 口径は16.2cmである。 この土師

器は SK-3の192~194と同じタイプである。 197~ 199は須恵器甕である。 197は外面が条痕文で内

面は同心円文である。 198・199は内外面とも条痕文である。これらは恐らく 9世紀の物と思われる。
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第VI章まとめ

今回の調査で，鍋ケ城は縄文時代から中世にかけての複合遺跡であった事が判明した。

縄文時代

縄文時代は早期の遺物が中心で，いわゆる前平式土器を中心とした貝殻円筒形条痕文土器文化が

繁栄していた。特に前平式土器の土器片を利用して作った円盤状土製加工品の出土は， 県内で初め

てであり，県内最古の出土である。また，用途不明の鋸歯状磨製加工品が出土したことも大きな成

果であろう。更に前平式土器を中心とした貝殻円筒形条痕文土器文化の前段階として草創期の遺物

と思われる土器片が出土した。市来町で草創期の遺物としては，小原遺跡麓の潟小路で表面採集さ

れた丸ノミ形石斧が一点だけで，土器の報告はない。今回の土器は爪形文が施文された白鳥平系の

土器で，県内での報告例は今のところない。今後の資料の増加を待ちたい。

弥生時代

弥生時代の遺物は 6片の土器片だけで，これらは弥生時代中期中葉の黒髪式土器である。この土

器文化は薩摩半島に広く分布し，市来町もその文化が伝播し栄えていた事が判明した。発掘調査で

検出されたのは市来町では初めてである。それまでは大里田圃から練瓦の土の採掘の過程で採集さ

れた事が市来町郷土誌に記載されいいるのみである。最近の発掘調査や分布調査により，上城詰城

跡・重信城跡でも弥生時代の土器が出土する事がわかった。これらの山城跡は大里田圃を取り巻く

ように立地しており，似たような立地条件である。恐らく市来に住んだ弥生人等は大里田圃を見据

えながらこのような台地に生活をしていたのであろう。

古代（平安時代）

平安時代にも鍋ケ城跡は使用されていた。土坑の上に粘土を敷き詰め，火を焚いた跡のある SK-

3や，蔵骨器と思われる須恵器壺が炭化物と共に検出された SK-7等のように信仰に関わる遺

構が出土した。

中世（鍋ケ城跡）

出土した遺物は，玉縁口縁白磁碗・同安窯系青磁碗・滑石製石鍋・細型連弁文青磁碗・ロ禿白磁

碗・糸切痕土師器・内黒土師器等である。これらは13世紀から16世紀迄の遺物で，鍋ケ城跡はこの年

代に使用された山城であると思われる。特に遺構からは13世紀の遺物が出土している。これは隣の

上城詰城跡も同様で，山城に使用される前に何らかの建物が建っていた事を伺わせる。その後， 14~

15世紀が主であるが， 16世紀まで山城として使用されたのであろう。
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土器一覧表 (2)縄 文 時 代

釉月II 番 昇• 1.H 十区 屈 部 f寸 陪ヽ 取． 佑 調 調 咋 胎 土 備 若

II I I T II 口縁 部 良 →茶褐色 条痕色 T,)5., 長石・州閃1i・畏
2 ，， u ，， ，， ，， ，， ,, 
3 "' II ,,. 11 黄茶褐色 ,,. 

，' 

4 ,,. II 胴 部 ,, ，， ，， ，， 

類 5 ，， 11 ,, ，， 淡 丘 ，， ，， 
ヽぐ=ピ~

: 0 ，， 

＂ 
口縁部 ~ 苗 、C1易伍 頑11~-V ，' 楔

7 ，， I] ,, ❖ •i‘火火 阻褐色 ,,,. ，，， 楔
15 2 T II ，， ，， 昭ノ!:1色 条痕文 ，， 

II Iii ，， II ，， ，， 危，
溝計缶色

，， ，， 

I 7 ，， 

＂ 
胴 部 I,, 

＇ 
，， 

18 ，， II ，，， ，，， 言 l1 ，， ,., 
19 :l'I' JI. ，， ,, ” ,. , 召，褐伍． I,, l1 

20 ，，， II ,., ,;. 赤1にjI色 ，， ，， 

25 4 ・r IV 口縁部 ,, 淡 ~1 色 ，， I,, 

2-6 ~ n ，， ，， 黄茶褐色 ，， ,, 補條i'L
27 ，， II ~ I,, 淡黒渇色 ，， ，' 

28 ，， II 底 部 ‘’ 赤鉛色 ，，， l1 

29 ，， II 胴 部 ,,. 黄茶渇色 ，， ,, 
類 30 ，，， N ，， 11 淡茶 H色 ,,. ,, 

31 ，， N ,,. ，， 赤茶 肝色 11 ，， 

N 32 ,, II 口縁部 ，， 淡黄： 打褐色 9 ，， 

類 33 ，， D 胴 部 ，， 黒茶1肝色 ,, ，， 

土器一覧表 (3)中 世
種別 番 号・ 出土区 帰 口 径 底況台径 器高 調整（外）‘ 調幣（内） 備 考

8 1 T II 13.0 内黒土師器碗
碗 ， ，， II 7.2 須恵器
坪 10 ，， 11 9.0 

11 ，， II 条痕文
甕 12 ，， lJ 条痕t 条痕t

13 ❖ IT 条痕文 条痕V

1'1 SK-6 11.8 
蓋 44 4 T II 5.1 蓋

45 ，， n 7.7 

坪皿
46 9 II 7.0 内黒土師器
47 ,,. II 7.9 糸切り
48 ，，， II 条痕す l百l、r、円？

甕 49 ，， II 条痕文 同心円文
50 ，， II 白磁

碗 51 ，，， II 白磁

鉢 52 5'J' 32・3 瓦器

石器一覧表 (4) （ ）は結束の最大値である

番号 器 ＇種 出土区 層 石 材 長さcm
_j6胆.9 

墜さcm 重 最mg 備 考
21 磨五十敲石 2 T 皿 屯11.J岩~ 10.5 4.1 444 
l2 磨石 ，， 

‘’ 
,, (5.7) 6.9 4.2 263 久:m

23 ，， I,, ，， ，， 10.4 (3.7) 3.1 113 ,, 
24 刺ヤ ，， ，， 焦耀石 4.7 2.9 1.2 17 
24 AJ 霰 4 T ，，， 砂岩 6.1 (3.8) 1.3 44' 欠捐

35 哀i, 7 ，， ，， 屯<LI.J炭 5.1 3.5 2.3 73 
36 栢テ ，，， ，，， ，， 1.3 3.9 3.1 66 
37 石~ 辛 ,, ，， 目 悔 伏れti
38 ，' ，' ，，， I,, It 

39 原II 片 11 ，， 黒瑶石 2.3 1.6 7.0 3 
40 ，， ,, ，， ，， 2.7 2.7 7.0 7 
41 コア ,, ~ 石葵 3.0 2.6 1.7 7 
42 刺片 5 T ,,. ，， 2.2 8.0 4.0 1 
43 ，，， ，， ~ ，，， 2.2 1.9 7.0 ~ 
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土器一覧表 (5) 縄文時代
種別 滸外 出 I:区 陪 部 位 焼成 色 調 調 籾 胎 土 備 考
l類 54 B N ［］投部付近 良 黒 色 爪径文 石炎長6-1り苅'..礫

116 A N 口緑部 ，，， 

鬱曽畠
条痕文 l1 

[l R7 A m ., ,, ,, 
" 補修孔

88 I¥ IV ,, 
“ 

,, 
" 89 A m ，， ，， ，， ,, 

90 A IV I,, ，， I/ ，， 
0 I A m ,:, ，， ，， ，，， 

02 I¥ IV I,, ，， 
'-< ヽ

93 A II 胴 部 ，' 淡茶褐色 ，，， ，， 
H4 I¥ II ，，， ，， ,, 

11 11 

[15 A II ，， ，，， 苗 ． l, 

" 
,,. 

06 A JV ，， ,, 暗 、 色 ❖ ，， 
97 A m ，， ，， 黄ハ 色 " 

,., 
類 ns A m ❖ I,, 渉， 玉． 11 ,,. 

99 A II ~ I,, 

鑽肯赤茶褐褐色色
，， ，，， 

ID 1 on A m ，，， ，，， 目殻刺突V ,;, 円盤状土製品
101 A ill ，，， ヽ ふ咀：す .. 角箇土器
1 (12_ A II ，， 11 目殻刺突文 ,, 円盤状土製品

類 IO 3 A n ，，， ❖ ，， ,,. 楔状突帝
II類 lし14 I¥ Ill ❖ ，，， 茶褐色 条痕t ，， 
Ill類 105 I¥ II ，， ，，， 赤褐色 貝骰)p/J突文 ，， 楔状突帯

106 A II 底 部 ，，， 茶褐色 ，， 
II 107 A M l1 ,, 暗茶褐色

，`，， 

I I 2 B m 口緑部 ，，， 茶褐仔 条痕t ，， 補洛:fl
113 B IV ,, ，' 色 ,., 

11 

LH B II ，，， ，，， ，， ，，， 

1 15 13 IV ，， ~ 
1色 ，，， ,,. 

11 6 B N t,, ，， 色 ,,. 
長-ti・石萎・角OO石

11 7 l3 u It ，，， ,, 昴石•石医・削部・礫
1 l8 B N ,., ，， ,, ，， 
11 9 B N .. ,,. ，色 ，， .,. 
L20 B m ,, ,, 茶褐色 ，， ~ 

121 B 

＂ 
❖ ❖ ,, 

~ ，， 
12 2 B N 胴 部 ，，， 陪条褐色 ,,. ,,. 
I ~3 B I] ,, ，， ，，， ，， 1, 

124 B I] It ，，， 令飴色 ，， ，，， 

125 B N ，， ，， ;,,) 、褐色 ，，， ~ 

126 B 11 .. ~ 、，色 ，，， ，，， 

l27 B lV ,., ，， >, 色 ，，， ，， 
128 B N 胴 部 良 、 P 条痕文 fi石英英•長•長石石・ 礫・角・削閃i凶石五129 B IU ,, ，， ，、色 ，， 
130 B m ~ ~ 淡黄 ~ ヽ 碑色 ヶ ，， 
131 B JJ ，， ，，， ホ1色 ，， 心・昆行・角閾石・礫
132 B IT .. ,,. 荏：茶： 3伍 ，， ，， 
133 B 

＂ 
，， 良叶 亦刊や 押引文 れ11:c・飲:f:J•fll 閃石

1~4 B II 底 部 ，，， 赤褐色 ，， 
13 fi B N ，， ，，， ,, ~ 

類 136 B Ill ,, ，，， ❖ 全 1臣又 石英・托石・伍閃万・櫻
137 B N ケ ,, ，， ，， ，， 

石器一覧表 (6) （ ）は欠損の最大値である
箭 号 器 樺 出土 区 屈 右 ;fA 括 -:Scm 幅cm l旦 う叩 酋 .Ll・ma 傭 考

53 石 植 A IV 黒耀石 (6 .3 l 3.0 I .6 (27) 
55 サイドスクレイバー A 

＂ 
l1 3.9 :J.:J 1.2 18 

56 コア D ID " 3.9 2 .4 1.8 16 
57 ,, B m .,, a.s 2.5 I .l! 13 
58 I,, B u ，，， 4.9 2.5 1.3 15 
,59 ，， B m ,.,. 4 .I 2.2 0.9 ， 
60 ，， .B Ill ~ 4 .4 1.9 1.4 1 5 
61 ，，， B N ，， :1.11 l.5 1A 7 
62 エン ドスクレイバー J¥ Ill ~ LR 3 9 1.6 23 
G3 剌 片 A・ JI ,, 3.8 2 .4 l.O 7 
64 ，，， B 

＂ 
~ 3.5 1.9 0.8 5 

G5 ，，， A II ケ 3 .1 2.6 1.0 7 
66 ，， A u ，， :¥.3 1.5 0.7 ., 
67 ~ A N ，，， 2.9 1.8 0.5 3 
68 ，，， B [I ，， :J.0 1.4 0.8 3 
69 ，， B [I ，，， I .4 l.:l 0.2 1 
70 磨石 A LL 安山岩 11.5 9.5 4.6 820 
71 磨石十畜H石 A IV ，' 13 3 7 ,8 5.3 980 
72 ，， A II ，， 8 .4 5.8 C 5 .3 l 320 欠捐
73 磨 わ B 

＂ 
,, 7 .7 5 .7 4 .I 250 

71 ,,. B m ，，， 8.7 6.2 ~.5 :i:,o 
75 ~ A [l ❖ 7.6 5.8 2.8 150 
76 ,, A N ク 6.0 4.5 2 .4 90 
77 依 石 B IV ，， 10 .3 6 .5 { 3 .0 J 24 0 久子目

78 磨 石 B 旧 頁~ 芳 I 7 .0 6 ;J 3.7 430 
79 ，，， B II 安山岩 4.5 3 .7 2.8 60 
110 'i/,li わ B m I,, 6.6 1.3 (4 .4 l 150 欠1
8 I 石 斧 A IV ．貞 岩 5.2 4 .2 C 1 . I l I 9 欠1
82 ，， B II ，，， fl.I 1.1 (0.7 l 4 欠i
11:1 石 鏃 A m 菫粧石 3.3 1 .4 7 .0 3 脚名I-一部欠捐
84 即l片石器 A ，， 辺角 t部が鋸歯状
85 ，， A 頁 去 辺月 t部が鋸状
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栢 j]IJ 番 4} 出 土区 培 ロ t苓 底漉台怪 舟ト 帯 調幣（外而） 調略（内面） 備 考
144 A II 
145 ケ ，，， 同心円文
146 ，，， ，， 

14 7 ，，， ，，， 条痕文
148 ，，， ，，， 

1 ~9 ，' ，， 条痕文 同心円文
甕 1 50 ,, ，， 格好目文

I 5 I ,, ，， ，，， 条痕文
152 ，，， ~ 底部
153 .D I,, 口縁部
154 ，， ，， 条痕文 条痕文
165 I,, Ill 
156 ，， II 条痕文 条痕文
1 fi7 ,, ，， 

畠璧158 11 m B.Z 6.9 1.8 
1 69 ，， II 8.2 
I 60 ，， I,, n.2 8.3 1.0 糸切り

皿 1 61 ,,. ,, 9.7 LO 
I 112 ，， 1, 11.7 1.5 糸切り
1 (j 3 ，，， ,, 13.5 1.0 糸切り
164 ，，， lU 9.2 6.9 1.5 糸切り

甕 165 ,, II 11.4 
碗 ]66 ，， Ill 5.2 杵状高合
瑶 167 ,,. ，， 8.4 

I 68 ,, ，， 6.0 
169 ，， u 6.4 
170 ，， ,, 9.7 
1 71 ケ l1 7,4 

碗 I 7 2 ，， ~ 8.1 内外黒土師器
173 ，，， ,,. 8.6 
174 ，， I,, 12.1. 
175 ,,. m 13.5 内黒土師器
l 7ti ~ n 1.3.4 
1 77 ，， ，， 14.5 
178 (, ，， 12A 
179 ~ ，， 14.9 
180 ，，， ，， 7.0 沃切り

杯 l fl 1 ケ ，， 5.9 ふ切り
182 ，， ，， 7.6 ・'、切り
183 ，，， ，， 8.7 ,、切り

碗 184 P 2 6 19.5 
坪 l 85 P23 7.6 
皿 186 P16 12.2 10.5 l.O 糸切り
碗 187 p 8 15.5 

188 ，， 7.6 6.5 0.9 糸切り
皿 189 ，， 6.0 糸切り

190 ~ 7.5 穿孔
碗 191 ，， 10.2 2.6 2.8 lo[安窯

192 SK-3 25.2 
甕 19:3 ，， 19.8 

194 ，，， 19,4 
四- 195 SK-7 15.5 蔵骨器

196 ，， 16.2 
甕 197 ❖ 条 痕 文 同小円又 須恵器

198 ，，， 条痕 V 条 痕 文 須恵器
199 ，， 条 痕 文 条痕交 須恵器
200 B II 14.0 玉縁口縁日磁
201 ，， ，， 13.5 玉縁□緑白磁
202 ，， Ill 16.0 端阿 ITTl

碗 203 A 

＂ 
10.2 青班連弁文

204 B ，， 
唐草文

公05 (, 11 唐草文
206 ，， ，，， 3.0 同安窯
207 ，， I,, 3.fi 同安空
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あとがき

鍋ケ城跡の確認調査は夏行なわれた。じりじりと肌を焼く太陽が恨めしかった。作業員は決して

若くはない。その内トレンチが巨大な棺桶にも思えてくる。近くで牛を飼っているので，蠅が流れ

出る汗に飛び付く。どこかで鳶の声が聞こえる。「ぴーひょろろ」その素晴らしい歌声に一瞬暑さ

を忘れる。近くの木では蝉の大合唱が行なわれている。そして，夏が過ぎた。涼しい風に頬を撫で

られ，私は調査の終了した現場に1守む。足元には夏の音楽家の脱け殻がアリ達に運ばれていた。全

面調査は真冬に行なわれた。また，懐かしい顔触れが並ぶ。お元気ですか？霜でコンクリートの様

に固まった土を鍬で薄く刺ぎ取る。手慣れたもんだ。日溜まりには白猫が毛繕いをしながら横たわっ

ている。この「シロ」は毎朝我々を出迎え，見送る。昼食時には椅子の横にちょこんと座り，弁

当の残りをもらう。土日にはどうしているのであろうか？毎朝必ず事務所プレハプの床下から，長

く伸びた尻尾をたてながらやってくる可愛いシロ。作業も無事終了し，事務所撤去の日がやってき

た。シロは塀の上に猫座りをし，撤去作業を見つめていた。どこか寂しげにみえる。それから 2年

が過ぎた。今，報告書を仕上げながら忘れかけていた「城」の様子を思い出す。

調査補助員 曽根崎香織（奈良大学）松永朋子（西南女学院大学）前田英則（鹿児島経済大学）

崎田博則（鹿児島経済大学）西村健一（現別府大学）

調査協力者 河北篤（阿久根市教育委員会）

作業員児玉千香子坂口ひろ子三原和美米田武継奥之園忠彦坂ノ上テイ 坂ノ上タ

ツ工坂ノ上キミエ土器屋タミ 松島ミヨ子松島トヨ 松島ミツ工平野テル

三原スミ子紙屋スミエ新村明新村ヒロ子久木園キミ 末吉スズ子龍田恒子

田中義三石原優道岡喬 出口純雄新村正春久保茂雄土器屋友子 ．江夏杏子

末吉サダ子末吉チェ子 田中ルミ子久保保子永野敏宏前田ナミ 山下美香

大迫静子 秋丸スズ子 田渕ヨシ子
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県営農村活性化住環境整備事業大里地区に伴う
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